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放送形通信路に適用することによって，放送形通信路の Capacity Region の Inner Bound を求めてい
る。




















(2) 一般的な放送形通信路の Capacity Region の Inner Bound を求め，この方式の設計に有効な資料
を与えている。
(3) ガウス雑音放送形通信路に時分割符号化，および重畳符号化を用いたときの復号誤り確率の上界
を求め，さらに，時間配分比，電力配分比，誤り指数の性質を明らかにしている。
(4) 退化放送形通信路に時分割符号化，重畳符号化，及び消失判定機能を有する復号規則を用いたと
きの消失確率の上界，不検出誤り確率の上界を求め，さらに帰還誤り指数を求めて，その特性を明
らかにしている。
以上のように，本論文は，現在とみにその重要性を増しつつあるデータ通信システムの設計とその
特性の解明にいくつかの新しい知見を与えており，通信工学の発展に寄与する所が大きししよって本
論文は博士論文として価値あるものと認める D
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